
タブレット活用における
教師と児童･生徒の
意識の違いについて

～効果的な活用方法を目指して～
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タブレットの使用にあたって・・・

①児童･生徒がどのように使用し，どの
ように感じているのか。

②教職員は，タブレットの使用について
どのように感じているのか。

③今後の課題について。



①児童･生徒がどのように使用し，どのよう
に感じているのか。



タブレットを使った学習は楽しいと思いますか。（１～４年生）

タブレットを使った学習は便利ですか。（５～９年生）

１～２年生（１１０人） ３～４年生（７５人） ５～９年生（３５１人）

はい １００％

いいえ ０％

はい ９７.３％

いいえ 2.7％

はい ９８％

いいえ 2％



タブレットの学習で，どんなことが楽し
いですか？

１～２年生 ３～４年生



タブレットの学習で，どんなことが便利
だと思いますか？

５～９年生



本校での活用方法

生活や総合の時間に､作物の観察を
する。

PagesやCanvaを使用し，ポスター
や新聞を作成する。



ロイロノートを使用し，ノートの提
出と確認。その後に返却。

生徒会からのお知らせを動画に撮っ
たり，生徒総会の資料を作成したり，
個人で内容を確認できるようにする。



わかったこと

◎低学年は，アプリを使った学習を楽しんでいる。

◎高学年になるほど，インターネットやロイロノートを使えるよ

うになる。そのため，調べ学習やまとめ学習に使用している様

子が見られる。

△ノートや鉛筆の方が使いやすい。

△操作がわからない。

△タブレットの読み込みが長い。

△授業であまり使用していない。



②教職員は，タブレットの使用について
どのように感じているのか。



学習で使用している視聴覚機
器は何ですか。（１６人）

タブレットは，１週間でどの
くらい使用していますか。

毎日

１～２日

２～３日

6.2％
３～４日



タブレットを使用する学習で感じていること

◎意見の共有がしやすい。
◎児童の提出物の回収がやりやすくなった。
◎教科書の拡大コピーが必要なくなった。
◎紙媒体だと取り組まない生徒も取り組んでいる。

△交流のさせ方がよくわからない。
△アプリの起動に時間が取られてしまう。
△低学年はタブレットを使用しての学習がしづらい。
△効果的な使用方法がわからない。



③今後の課題について。



子どもたちがタブレットを使用するに当たっての心配なこと

・意見を書くときに話し言葉になりがちで，書き言葉が身につかないのではないか。

・字を書くことを好まなくなってきた気がする。

・何をしているか把握ができない。

・タブレットを使うことが目標になりそう。

・個々人が何をしているか把握ができない。

・正しい情報収集ができているか心配。

・動画や写真を使用することで，著作権や肖像権の侵害をしてしまいそう。

児童生徒の願い

・学校のルールを守って使えると良いと思う。

・授業の復習をしたいので，家でも使いたい。

・撮った写真をスマホに送りたい。

・YouTubeなどの動画を休み時間に見たい。



・今後のことを見据え，教職員がタブレットに触れる時間を意識的に増やす。

（効果的な使用方法を自ら探求する。）

・全てタブレットにするのではなく，活用方法考える。

（作文や漢字，計算などは書かせるなど。）

・各学校でルールを明確化し，保護者や児童生徒に伝え守らせる。

（情報モラルの育成。）

児童生徒
タブレットは便利。
タブレットは楽しい。
使いながら学習したい。

教職員
タブレットは便利だが，効果的
な利用方法がわからない。
把握ができないので不安。


